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固有背筋を腰椎上 (Ll),中 (u),下部 (L6)
で採取し,酵素組織化学的染色を施して筋線維タ
イプを分類し,筋線維組成を求めた｡また,対側
は休部とともにホルマリン固定して保存し.肉眼
解剖学的に検索した｡
背筋各部の組織化学的特性をTypoI線維の数
比 (%TypeI)であらわすと,外側に位置する
仙耕筋では最長筋も腸肋筋も10-20%の範囲に
ありTypeI線維は比較的少なかった｡内側に位
置する横実妹筋系では,浅層ではTypeI線維は
比較的少ないが中心部では比較的多かった｡最長
筋の内側深部にはTypoI線維が密集する部位
(%TypeIが67-88%)が観察された.肉眼解剖
学的な所見から,このTypeI線維の密集する部
位はm.mamiloaccessorius,m.intermamilaris
といった,すぐ近くの椎骨間を結ぶ走行の短い筋
束に相当すると考えられた｡
計画:9-7
霊長類における射精を支配する自律神技の比較
形態学
佐藤健次 (東京医歯大･保健衛生)
犬による自律神経の電気刺激実験の結果から射
精機能に関する神経は交感神経系によって行われ､
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